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小学校高学年児童の自尊感情 (以降 sE) 尺度、 社会的スキル尺度、 コー ピング尺度、 生活習慣相互の相関を調べた。 
その結果、SE (全般、 学習、 家族、 友人) と向社会的スキル、 攻撃行動(より少なく用いる) との間に正の相関がみら
れ、 問題解決スキルとSE (全般、 友人)、 向社会的スキルとの間に正の相関、 行動回避スキルとSE (学習、 家族) との
間に負の相関がみられた。 土日の生活習慣では、 似ている行動をグループ化し, グループ別にその行動をよく選択してい
る子どもたちと選択していない子どもたちとの間に上記尺度、 スキルの有意差があるかどうかを検定した。 その結果。 「I 
CT」 (PC ・ Tv ゲーム、 イ ンターネッ ト ・ 携帯メ ール) をよく する子どもたちは、SE、 コーピングスキル等に問題が見ら
れ、 逆に、 「アウト ドア」(家の外で遊ぶ、 クラブ活動などスポーツクラブに行く、 家族や友人とでかける) をよくする子
どもたちは、SE (家族)、 コーピングスキルに、 「役割遂行」(おけいこごと、 家の手伝い) をよく している子どもたちは、
SE、 社会的スキルにそれぞれ良い結果が見られた。 
キーワード: 小学生 自尊感情 問題行動 ライ フスキル
1 . 研究の背景と目的
自己に対する評価感情で, 自分自身を基本的に価値あ
るものとする感覚と される 「自尊感情」(以下 SE とい
う。) は, 「子どもたちにとっても精神的健康や適応の基
盤である。」 と される(心理学辞典)。 Pope, Mchale, 
Creighead (1988) は, 「児童期においては, 健全なSE 
は子どもたちが生活経験を感じ取っていく時の基礎とし
て役立つのでとりわけ重要である。 この肯定的自己評価
から生まれる社会的 情緒的コンビテンスは, 子どもが
将来深刻な問題を起こさないようにするために役立つ。 
自分を好ましいと感じることができる子どもは, 直面す
る問題をうまく処理できるので, 深刻な問題に発展する
ことはないであろう。」 と述べている。 中間(2007) は, 
「安定した健康な自己愛と現実的な自己評価に支えられ
たSEは, 個人の自信となってその者の肯定的未来を拓
く とともに, 他者の価値を尊重し他者を適切に愛する気
持ちにつながっていく。」 としている。 小学生の日常ス
トレス ・ 対処行動とSEとの関連 (富田, 谷尾, 村松ら
2003) , 攻撃性との関連 (大竹, 島井, 曽我2002) が確
認されているが, 大竹, 島井 (1998) は, 「家族のサポー
トを多く持っている小学生ほど問題に積極的に取り組む
コー ピングを行っている。」 ことを報告している。
横山 (2010) は, 子どものSEの高低と生活体験, 手
伝い体験, コミュニケーション体験, 遊び体験, 自己管
理体験, 被称賛体験との関係について, 近年の調査 ・ 研
究をもとに検討し, SEが高い子どもは, 低い子どもよ
りも生活体験等上記の体験に援助体験を加えて, よく経
験し密接な関係があることを報告している。兄井, 須崎, 
横山 (2013) は, 小学校高学年児童と中学生では, SE 
の高さが, 就寝時刻, 外で遊ぶ時間, テレビの視聴時間, 
勉強時間, 読書量, 親しい友人数, お手伝いの頻度, 授
業中の挙手 ・ 発言頻度に影響を与えており, SEの高さ
に起因して一般的に良いとされる生活のあり方を示すよ
う になると推察される, と している。
石毛, 田島, 長沼 (2010) は, 小 ・ 中学生ともに, 家
庭や近隣で友だち ・ 家族と過ごすことは社会的スキルに
促進的に働く ことが示唆されること, 中学生では学習塾・ 
スポーツ教室等課外活動に行く ことと社会的スキルとの
間に関連が表われることを報告している。 また, 遊びが
心身に与える影響を児童の攻撃性・ 社会性に着目して検
討した遠藤, 星山, 安田 (2007) は, 遊ぶという直接体
験の中で仲間関係を築いたり社会性を身につけたりする
という遊びの本質や, 友だちや兄弟と競争 ・ 対立や共同
することによって感情をコントロールする力を身につけ
たり他人への共感性を育てていく ことができるという こ
とが大切だと考えられているが, 外遊びより も内遊びを
する児童のほうが攻撃性は高く なる傾向があること, 内
遊びよりも外遊びをする児童のほうが社会性が高く なる
傾向があることが示唆された, と している。
石川, 川畑, 勝野らは, 「青少年の生きる力と健康行
動調査」 (2003) の中で, 「思春期の様々な健康関連行動
とSE との間には強い関連性が認められた。 健康な行動
を実践している児童生徒は, 「学習」, 「家族」, 「全般」
のSE得点が高かった。」 と し, また, 健康な行動と社
会的スキル, ストレス対処スキルとの間には関連性があ
ることを示した上で, 危険行動 (飲酒, 喫煙, 薬物乱用
等) が表面化する前にライ フスキル教育を導入すること
を提言している。 
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以上の先行研究では, 子どもたちの遊び方や他者との
コミ ュニケーショ ンの取り方, 手伝い体験などの生活習
慣とSE, 社会的スキル, 問題傾向とは関連があるとの
ことであったが, そのほか習い事や学習塾に通う こと, 
PC ゲーム ・ Tv ゲームやイ ンターネ ッ ト などのICT 機
器を使う等子どもたちの幅広い生活の仕方と上記尺度 ・ 
スキルとの関連について研究しているものは見当たらな
い o
学校生活の様々な場面では, 自信を持って課題に取り
組んだり, 友だちや学級の仲間に支えられながら目標を
もって学校生活を過ごしたり している児童たちがいる一 
方で, 学習や友だち関係などで自信が持てず不安な気持
ちを抱えている児童たちが認められる。 否定的な自己像
や友だちや周りの大人に対する否定的な見方や考え方を
する子どもたちとともに, 不登校, 暴力的な言動, 指導
不服従その他様々な問題を抱えている子どもたちがいる。 
A小学校では, SEの低下やライ フスキルの欠如が様々
な問題行動と結びついている可能性が高いといわれてい
ることもあって, 児童理解を一層進めこれらを高めよう
と してきた。
本研究では, 児童のSE等を調査しその特徴を把握す
るとともに, 課題を整理して今後の取組方策を検討する
ことが大切であると考え, A小学校児童を対象にSE全
般尺度及び下位尺度, 社会的スキル尺度, コー ピング尺
度と生活習慣調査を行った。 このことを通して, SE及
び社会的スキルの育成や生活習慣の改善を図ってきた学
校の取り組みについて検討し, 今後の実践に有機的に結
び付けていく ことが期待できる。 すなわち, 本研究の目
的は , SE に係る幅広い質問紙調査を行い, 尺度 ・ スキ
ル・ 生活習慣の相関を調べて小学校高学年児童の特徴を
把握し, 今後の方策を考察・ 実践するための基礎的な資
料を得ることである。 
2 . 研究方法
( 1 ) 調査対象, 調査期間, 調査方法
平成25年10月上旬にA小学校4 年生79名 (男子40名, 
女子39名) , 5年生67名 (男子35名, 女子32名) , 6年生
77名 (男子49名, 女子28名) , 合計223名 (男子124名, 
女子99名) に質問紙調査を実施した。 調査方法の統一 を
図るため調査実施手引書を作成し, 調査対象学級の担任
に実施を依頼した。 なお, 自己記入式の無記名調査とし
た。
( 2 ) 調査項目
学年, 性を自記入し, 下記の項目についてそれぞれ調
査した。
1) SE (40項目)
SEの測定には, ポープの尺度 (「全般」 「学習」 「家族」
「友人」) を用いたが, 調査実施校の教員と質問紙の検討
を行い, 調査実施上懸念された一部表記を改め使用した。 
回答形式は 3 件法 (いつもそう思う= 3 点, ときにはそ
う思う= 2 点, ほとんどそうは思わない= 1 点) とし, 
得点が高いほどそれぞれの尺度における有能感が高いこ
とを示す。
2 ) コーピング尺度(12項目)
大竹らのコー ピング尺度の短縮版を用いてスト レス対
処スキル (「サポート希求」 「問題解決」 「気分転換」 「情
動的回避」 「行動的回避」 「認知的回避」) の測定を行っ
た。回答形式は4 件法 (ぜんぜんあてはまらない= 1 点, 
あまりあてはまらない= 2 点 , 少しあてはまる= 3 点 , 
よく あてはまる= 4 ) とし, 得点が高いほど各スキルを
よく使うことを示す。
3 ) 社会的スキル尺度 (15項目) 等
社会的スキルの測定には, 嶋田らの社会的スキル尺度
のうち向社会的スキル( 7 項目) と攻撃行動 ( 4 項目) 
を用いた。 さらに, 児童の生活上気になる様子について
質問項目を若干追加し, 問題傾向 (大人不信, 反発, ゲー
ム依存, タバコ願望) とした。 回答形式は4件法 (ぜん
ぜんあてはまらない= 1 点 , あまりあてはまらない= 2 
点, 少しあてはまる= 3点, よく あてはまる= 4点) と
し, 得点が高いほど向社会的スキルをよく使い, 攻撃行
動をとらない, 問題傾向が大きいことを示す。
4 ) 生活習慣調査 ( 5 項目)
日本学校保健会の 「児童生徒の健康状態サー ベイラン
ス調査」 の項目の中から, 睡眠時間, ゲーム時間, Tv ・ 
DVD時間, 体を動かす遊びの有無, 土日の過ごし方を
抜粋して使用した。 土日の過ごし方については, ゆっく
り休む, 家の外で遊ぶ, コンピュータゲームやテレビゲー
ムをするなど13の過ごし方 (表 1 参照) のなかから最も
よく行う過ごし方を, 土日別にそれぞれ3 つずつ選択す
る回答形式とした。
( 3 ) 分析方法
全般 sE及びSE下位尺度 , コー ピングスキル下位尺
度, 社会的スキル, 問題傾向, 生活習慣相互の相関を調
べた。 さらに, 休日の過ごし方と各尺度との関連を調べ
るために, 過ごし方別に一要因分散分析を行う とともに, 
類似の関連の強い行動をグループ化して同様に分散分析
を行った。 解析にあたっては, w indows用統計プロ グ
ラムパッケージSPSS Statistics 20を用い, 有意水準は
5 % とした。 
図 1 尺度・ スキル等の相関
( 4 ) 倫理的配慮
質問紙調査を実施するにあたり, 調査実施校の教員 8 
名と質問紙の検討を行い, 調査実施上懸念された一部表
記を改め使用した。 調査方法の統一 を図るため調査実施
手引書を作成し, 調査対象学級の担任に実施を依頼した。 
手引書中に記載されているとおりに児童へ説明, 指示し, 
原則それ以外の内容の説明を行わないよう に, また, 調
査中は机間巡視をしたり話しかけたりしないよう求めた。 
さらに, 正確な回答を得るため, 児童には, 本調査はテ
ストではないこと, 調査結果は担任が見ないことを知ら
せるとともに, 自己記入式の無記名調査とし, 調査終了
後に自身で配布封筒に入れ, 封をした後に回収した。 
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あり, ゲーム依存 (r = .414) , コー ピング気分転換 (r 
= .359) との間にそれぞれ中~ 弱い程度の正の相関がみ
られた。 平日にTV ・ DVD を見る時間では, ゲーム依
存 (r= .269) , ゲーム時間 (r= .281) との間にそれぞれ
弱い正の相関がみられた。 普段のクラブ活動やその他の
自由時間に体を動かす遊び及び睡眠時間は, いずれとも
相関がみられなかった。
休日 (土曜日 ・ 日曜日 以下, 土日という。) の過ごし
方の結果は表 1 のとおりであった。 
表 1 土日によくおこなうこと
土日によく行うこと
?
)
 
??
)
 
?
3 . 結果
( 1 ) SE, コーピングスキル, 社会的スキル ・ 問題傾
向の関連
SE と向社会的行動, 攻撃行動 , 問題傾向との相関
(Pearson) ( = 221) については, 全般SE及びSE下位
尺度と向社会的スキルとの間にそれぞれ中程度の正の相
関がみられ, 攻撃行動との間に弱い正の相関がみられた。 
コー ピングスキルと全般sE及びSE下位尺度 , 社会的
スキル, 問題傾向との相関 (Pearson) については, サ
ポート希求と全般SE, 家族 SE, 友人 SE との間に, ま
た, 問題解決と全般SE, 友人 SE との間にそれぞれ弱
い正の相関がみられた。 気分転換と学習sE との間に, 
情動回避と全般sE, 家族 sE, 友人 SE との間に, 行動
回避と学習SE, 家族 SE との間に, 認知回避と全般SE 
との間にそれぞれ弱い負の相関がみられた。 問題解決と
向社会的スキルとの間に中程度の, 攻撃行動との間にそ
れぞれ弱い正の相関がみられた。 行動回避と攻撃行動と
の間に中程度の負の相関, 行動回避と大人不信, 反発と
の間にそれぞれ弱い正の相関がみられた。
( 2 ) 生活習慣調査とSE, コーピングスキル, 社会的
スキル・ 問題傾向との関連
平日の睡眠時間, ゲームをする時間, TV ・ DVD を
見る時間, クラブ活動やその他自由時間に体を動かす遊
びの有無とSE, 社会的スキル, コー ピングスキル, 問
題傾向との相関 (Spearman) を調べた。 平日にゲームを
する時間は, 向社会的スキル (r = .213) , コーピング
問題解決 (r= - .278) との間にそれぞれ弱い負の相関が
1 . ゆっく り休む
2 . 読書や音楽鑑賞などの室内遊びをする
3 . コンピュータゲームやテレビゲームをする
4 . イ ンターネ ッ トや携帯メールをする
5 . テレビやDVDを見る
6 . 家や図書館などで勉強する
7 . 家の外で遊ぶ
8 . クラブ活動や部活動, スポーツクラブへ行く
9 . 学習塾や補習に行く
10. おけいこごとに行く
11. 家族や友人と出かける
12. 地域の行事やボランティ ア活動に参加する
13. 家の手伝いをする,
全体
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土日の過ごし方を項目ごとに三群 (土日ともよく行う= 
②, 土日どちらかよく行う=①, 土日ともよく行わない= 
①) に分け, 群間で SE, 社会的スキル, コー ピングス
キル, 問題傾向の差を分析した (一要因分散分析, 表2 )。 
土日とも, あるいは土日どちらかイ ンタ ネットや携帯
メール ( = 221 (① : 200, ① : 13, ② : 8 ) をよく し
ている子どもたちは, SE, 社会的スキル, 問題解決や
サポート希求が有意に低かった。 土日ともに家の外で遊
ぶ (① : 140, ① : 50, ② : 32) をよく している子どもた
ちは, 家族 sEが有意に高く, 反発が有意に小さかった。 
土日と もクラブ活動や部活動, スポーツクラブへ行く
(① : 162, ① : 25, ② : 34) をよく している子どもたち
は, 大人不信が有意に小さかった。 また, 土日ともある
いは土日どちらか学習塾や補習に行く (① : 160, ① : 
40, ② : 22) をよく している子どもたちは, SE, 社会的
過ごし方
P Cゲームや T V ゲームをする
インタ ネ ットや携帯メールをする
T VやD V Dを見る
SE 社会的スキル コー ピグスキル 問題傾向
全体①>①
家族①>①
友人①>②
家や図書館などで勉強する
家の外で遊ぶ 家族①<②
クラブ活動や部活動, スポーツクラブへ行く 学習①>①
学習塾や補習に行く 学習①0, ②
向社会0>②
攻撃行動0 , ①>②
向社会的①<① 
問題解決①>②
気分転換0<②
問題解決①, ①>②
サポート希求①>②
サポート希求
0 , ①<②
気分転換①>②
行動回避①>②
問題解決①<① 
ゲーム依存①, ①<②
タバコ願望①, ②<①
反発 ①>②
大人不信 ①>②
ゲーム依存①>②
表 2 土日によく行うことで有意差のある尺度・ スキル等
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スキル, コー ピングスキル等で良い結果がみられた。
土日には子どもたちはいく つかの行動を組み合わせ
て過ごしていることから, 行動同士の相関係数をもとに
形態が似ている行動をグループ化し, グループ別にその
行動をよく 選択している子どもたちと選択していない子
どもたちとの間に、 尺度、 スキル等有意差の有無を検定
した。 結果は表3 のとおりであった。 グループ化では, 
「ゆったり」( 1 ・2 ・5) , 「電子」( 3 ・4 ) , 「勉強」
( 6 ・9 ) , 「アウト ドア」( 7 ・8 ・11) , 「役割遂行」
(10・13) とした。 なお, 「ゆったり」 では有意差はなかっ
た。 
表 3 休日グループの過ごし方で有意差のある尺度・ ス
キル
表 4 「ICT」 の有無と関連する尺度・ スキル等
尺度・ スキル 群 M SD N t値, p値
学習SE 
家族SE 
友人 SE 
問題解決
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3.86 130 t (220) = 2.07
4.72 92 p<.05
4.20 130 t (220) = 2.06
4.25 92 p<.05
3.62 130 t (220) = 2.42
3.84 92 p<.05
1.62 130 t (220) = 2.21
1.67 92 p<.05
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2.03 92 p<.05
.95 129 t (220) = 2.60 
1.00 91 p< 05
1.09 129 t (220) = -2.54 
1.03 92 p<.05
.55 129 t (220) = -2.09 
73 92 05 
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1 ) ICT
土日によく (土日とも, もしくは土日どちらか 以下
同じ) PC ・ Tv ゲームやイ ンターネ ッ ト ・ 携帯メ ールを
している子どもたち(有り群) は, そうではない子ども
たち (無し群) に比べて, 学習 SE, 家族SE, 友人SE, 
問題解決が有意に低く, 気分転換, 大人不信, ゲーム依
存 , たばこ願望が有意に高かった。 
※無 ( 0 ) ) : 土日ともICTの行動を選択していないことを表す。
有 ( 1 ~ 4 ) : 土日のうち, ICTの行動を1 ~ 4 つ選択していることを
表す。 以下同じ。
2 ) 勉強
土日によく家や学習塾等で勉強している子どもたち
(有り群) は, そう ではない子どもたち (無し群) に比
べて, 学習 SE, 反発が有意に高く, ゲーム依存が有意
に低かった。 
表 5 「勉強」 の有無と関連する尺度・ スキル等
尺度・ スキル 群 M SD N t値, p値
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3.60 113 t (220) = 2.41 
4.78 109 p< 05
.94 112 t (219) = 2.99 
.96 109 p< 01
.98 112 t (219) = 1.99 
1.15 109 05 
3 ) アウト ドア
土日によく家の外で遊んだり、 クラブ活動等のスポー
ツクラブへ行ったり、 家族や友人と出かけたり している
子どもたち (高群) は, そうではない子どもたち(低群) 
に比べて, 家族 sE, サポート希求が有意に高かった。 
表 6 「アウト ドア」 の高低と関連する尺度・ スキル等
尺度・ スキル 群 M SD N t値, p値
家族SE 
サポート
低( 0 ~ 2) 
高( 3 ~ 6 ) 
低 ( 0 ~ 2 ) 
高( 3 6 ) 
22.0 
23.8 
4.80 
5.33 
4.34 
3.59 
1.81 
1.32 
179 t (220) = -2.468
43 p<.05
178 t (219) = -1.803 
43 05 
4 ) 役割遂行
土日によく おけいこごとに行ったり家の手伝いをした
り している子どもたち(有り群) は, そうではない子ど
もたち (無し群) に比べて, 全体 sE, 家族 sE, 向社会
的行動が有意に高く, ゲーム依存が有意に低かった。 
自尊感情, 社会的スキル, コー ピングスキル, 生活習慣の関連性
表 7 「役割遂行」 の有無と関連する尺度・ スキル等
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よう な行動を組み合わせても, ゲームをよ く はしていな
い子どもたちとの有意差 (比較的問題解決を用いず, 気
分転換を用い, ゲーム依存に陥りやすい) が認められる
ことは, よく ゲームすることに係る固有の傾向の表れで
ある。 しかし, 組み合わせた行動によっては 「ICT」 で
見られ懸念された尺度やスキル上の有意差は見られなく
なっているこ とは, イ ンターネ ッ トや携帯メ ールによる
問題点に対処する上で示唆を与えていると思われるが, 
今後検討する必要がある。
土日によく学習塾や補習に行ったり家や図書館で勉強
したりする子どもたちは, 学習 sEが高く ゲーム依存に
陥りにく い傾向が見られた。 反発が有意に高いが, 「勉
強」 のう ちどちらか一方の行動と 「勉強」 以外の行動と
の組合せではこのよう なことはないことからすると, 学
習時間の長いことが反発に関連すると考えられる。 休日
によく家や図書館で勉強することで生じる有意差(気分
転換が有意に低く, 行動回避は有意に高い) については, 
ゆっく り休んだりおけいこごとに行ったりするなど自分
の好きなことと組み合わせることで有意差が見られなく
なることは, 対処する上で示唆を与えていると思われる
が, 今後検討する必要がある。
土日によく家の外で遊ぶ, クラブ活動や部活動, スポー
ツクラブへ行く, 家族や友人とでかけるかどうかは, 家
族 sE, コー ピングスキル, 大人への不信や反発と関連
があることが分かった。 概ね家族からの承認欲求が満た
され, 周りに援助を求めて回避型のコー ピングを比較的
用いず, 大人に対する不信感や反発心が小さい傾向であっ
た。 休日に戸外で他とともに過ごし遊んだりすることで
満足感を覚えたり, 自分の好きなスポーツを大人から教
えてもらいながら友だちなどと楽しんだりする経験が, 
人と関わる中で培われる社会性の伸長と相まってSEの
形成やコー ピングスキルの仕方や大人との距離感と関連
するものと思われる。 ただし, よく ゲームすることと組
み合わせている一部の子どもたちには, 問題解決を比較
的用いずゲーム依存しやすい傾向が共通して見られるこ
とから, ゲーム固有の問題点が大きいことがうかがえる。
休日によく ならいごとに行ったり家のお手伝いをした
り しているかどうかは, SE, 社会的行動と関連がある
ことが分かった。 比較的高いSE を保ち, 思いやり行動
をとりやすく ゲーム依存に陥りにくい。 大学生を対象と
したものではあるが, 家事やアルバイ トなど社会的活動
への参加をうまく できることがSE形成につながるとの
研究報告 (加藤2014) がある。 本調査においても, 習い
事を継続することで上達したり, 家の手伝いをうまくや
ることで自分に自信を持つたりすることがSEの形成に
関係していると考えられる。 また, 高い SEは他への思
いやり行動に結びつく と言われているとおりの結果となっ
ている。 他の行動に比べてゲームと組み合わせている子
どもたちが少なく, ゲーム依存は有意傾向を示している
程度となっている。 「役割遂行」 で見られる有意差は, 
それぞれ単独の行動では見られなかったものであること
から, このよう な行動を組み合わせることによる効果が
尺度・ スキル 群 M SD N t値, p値
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t (217) = -2.30 
p<.05
t (220) = -2.30 
p<.05
t (215) = 2.64 
p<.01
t (219) = 2.91 
01 
4 . 考察
全般 sE及びSE下位尺度と向社会的スキル, 攻撃行
動との間にそれぞれ正の相関が見られた。 攻撃行動, 大
人不信, 反発は相互に弱い相関をもち, これらと家族
sE との相関が比較的強いことは今後更なる考察が必要
であろう。 また, 冨田ら (2003) による研究結果と同様, 
SE と コー ピングの関連が認められたことに加え, 今回
の調査によりそれぞれの下位尺度同士の関連が見られた。 
さらに, サポート希求と問題解決は, 他のコー ピングス
キルと比べて向社会的スキルとより強い正の相関をもつ
ことが分かった。 逆に, 気分転換と行動回避は, 他のコー 
ピングスキルと比べて向社会的スキルとより強い負の相
関をもち, 問題傾向の得点が高いことが分かった。 コー 
ピングは, 個人の不安特性やSEなどの認知特性に影響
を受けている (大竹ら2002) とされるが, 以上のことは
今後検討していくべきことであると考える。 なお, 問題
傾向 (大人不信, 反発, ゲーム依存, タバコ願望) につ
いては, 一項目で調査しているものであり, 信頼性につ
いては限界がある。
今回の調査で, 平日の生活習慣の中に社会的スキル, 
コー ピングスキルと正または負の相関を示すものが認め
られたが, 子どもたちの休日の過ごし方は, SE, 社会
的スキル, コー ピングスキル, 問題傾向と関連があるこ
と, 休日のどのよう な過ごし方がどの尺度, スキル等と
関連をもつかが明らかになった。
休日にゲームをしたりイ ンターネ ッ トや携帯メ ールに
時間を費やしたりするかどうかは, SE, 社会的スキル, 
コー ピングスキルとそれぞれ関連していることが分かっ
たが, このよう な生活をしている子どもたちは比較的, 
学習面で有能感を持てず, 家族からの承認欲求にそれほ
ど満足していなかったり友だちとの関係に満足していな
い傾向がうかがえた。 従来, よく テレビゲームで遊ぶ子
どもたちは, バーチャルな空間で自在にコントロールす
ることに慣れすぎて生身の人間と接触し複雑で困難な問
題に直面する機会が少なく, 結果的に円滑な人間関係の
構築に必要な知識 ・ 技能を身につける機会を失いがちで
あり, ひいては社会的不適応の要因になるとも言われて
きている (井堀, 坂元, 渋谷ら2008)。 本調査において
は , イ ンターネ ッ ト ・ 携帯メ ールをよ く する子どもたち
に社会的スキルの問題点が見られたが, ゲームをよくす
る子どもたちにはそのよう なことはなかったものの問題
解決スキルを比較的用いないことなど懸念される結果が
見られた。 ゲームをよく している子どもたちが他のどの
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期待できるものといえよう。
小学校高学年児童の休日の過ごし方は, 子どもや保護
者の考え方もあって, 組み合わせている活動により生活
スタイルに個人差が生じやすいが, 子どもたちの休日の
過ごし方がどの尺度, スキル等と関連するかを理解する
ことは, 学校関係者や保護者にとって大切なことである。 
休日に子どもたちが, 友だち, 保護者, 地域住民等と安
心して過ごせるよう な場づく りの大切さや, スポーツや
ならいごとなど他と交わり得意なことを伸ばしたり, お
手伝いをするなどして家族の一員としての役割を果たす
経験を持たせたりすることの大切さが浮き彫りとなった。 
また, 近年小学生の携帯電話 ・ スマー ト フオンの所有率
が増加し, これに伴いイ ンターネット使用の増加ととも
に中・ 高生の長時間使用が報告されている (内閣府2014)。 
本調査においても, 土日どちらかよく イ ンターネッ トや
携帯電話を使う子どもたちは, 土日どちらもよくは使わ
ない子どもたちに比べて睡眠時間が有意に短かった。 イ
ンターネ ットについては, その特性から他者との繋がり
や攻撃性の喚起等について問題が指摘されている (石橋
2014)。 本調査においても, 尺度, スキル上の問題点が
見られることから, 小学生には先ずイ ンターネットに費
やす時間や使用場所の制限が必要であると思われる。
なお, 本調査に係っては主に, 平日に比べて比較的子
どもたちの自由度が高い土日の過ごし方とSE等各尺度, 
スキルとの関連を調べたが, 今後平日の過ごし方と尺度, 
スキル等との関連を調査し土日と比較しながら標記の関
連を検討する必要があろう。 
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